
 

駐車場の集約化により歩行者中心のまちづくり

の実現を図るための交通戦略の策定 
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多様な人々が多く訪れる渋谷区では，“誰もがめぐり歩いて楽しい魅力ある街”の実現に向

けた交通戦略を策定し，限られた空間の中，歩行者中心の快適な歩行環境を創出する手法の一

つとして駐車場の集約化を推進する方針を示した．本稿においては，交通戦略の策定にあたり

実施した社会実験や集約化に関する検討の中で得られた知見と，集約化の推進に向けた今後の

展望について整理する． 
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１．本稿の目的 
 
昨今，ウォーカブルなまちづくりが推進される中，

渋谷区でも「渋谷区長期基本計画2017-2026」にお

いて“誰もがめぐり歩いて楽しい魅力ある街”を将

来像に掲げており，この将来像の実現に向けた施策

の方向性を示すものとして渋谷駅周辺地域交通戦略

を策定した．（図1） 
交通戦略では，歩行環境，車両走行環境，駐車環

境について，既存の環境を見直し，歩行者中心の快

適な空間の創出することを示しており，中でも駐車

環境については，駐車場を集約することにより歩行

者による賑わい確保や路面店による街並み形成を図

る方針を打ち出した． 
本稿は，交通戦略策定にあたり実施した社会実験

や集約化に関する検討の中で得られた知見と，集約

化の推進に向けた今後の展望を整理したものである． 
 

 
図-1 渋谷駅周辺地域の位置出典1 

２. 駐車場集約化に向けた検討の背景 

 
(1)渋谷駅周辺地域の現状・課題 

渋谷駅周辺地域は，すり鉢状の地形になっており，

そのすり鉢の底に位置する渋谷駅を中心に，放射状

に街路が広がり，さらにその中に入り組んだ路地が

繋がることで，複雑な街路ネットワークが形成され

ている． 
渋谷駅周辺地域は，この放射状の街路を中心に，

平日休日問わず多くの歩行者でにぎわっている．神

宮通りなどの駅周辺の路線では，歩行者交通量が多

いのに対し歩道の幅員に余裕がなく歩きづらい状況

である一方，車道側は四車線整備されているが自動

車交通量が少なく，道路空間の使われ方に不整合が

生じていると考えられる．（写真1） 
神宮通り×公園通り交差点付近

の歩道の様子
同時間帯の神宮通りの車道の

様子

 
写真-1  現状の道路空間の使われ方 

 
また，渋谷駅周辺地域は，自建物に駐車場を持た

ない小規模な店舗が多く，荷さばき等の路上駐車に

より，歩行者やほかの車両の円滑な移動の妨げとな

っている．地域内には，附置義務駐車場や時間貸駐

車場が広く分布しており，駐車場出入口により歩行

空間の分断が生じている．  
 

(2)渋谷区の駐車場に関する既存の計画 

a)渋谷地区駐車場整備計画 

平成22年4月に策定，平成25年に改訂された「渋

※区が設定した区道等の通称名以外の 

通り名称は便宜上の呼称を使用 



谷地区駐車場整備計画」では，渋谷地区における路

外駐車場の需給バランスが現況・将来において供給

が需要を上回っているにも関わらず，既存駐車場が

十分に利用されておらず路上駐車が多く発生してい

るという状況を鑑み，その地区における駐車場の整

備や駐車施策などの考え方を整理している． 
 
b)渋谷地区駐車場地域ルール 

東京都駐車場条例において，地域特性に応じた駐

車施設の整備を実現するため，同条例による一律の

基準ではない「地域ルールによる駐車施設附置義

務」の特例が認められている．渋谷区でも「渋谷地

区駐車場整備計画」の範囲を対象に各地区の特性や

将来のまちづくり，駐車施設の需給バランスなどを

考慮し，駐車施設の適切な確保と運用を図るため，

「附置台数の減免」と「駐車場の隔地確保」による

小規模な建築物の駐車場集約化を基本的な考え方と

した渋谷地区駐車場地域ルールを平成23年に策定し

運用している．（図2） 

 
図-2  渋谷地区駐車場地域ルールの基本的な枠組み出典2 

 

３．将来像実現に向けた駐停車車両の環境づ

くりの検討 
 
前章で挙げた地域の交通課題を解決し，歩行者優

先の快適な歩行環境を創出するための駐停車車両の

環境づくりについて，既存計画を踏まえ「路上駐車

車両の排除・路上駐停車車両の整序化」「駐車場の

集約化と配置適正化」に向けた戦略を検討した． 
 

(1)路上駐車車両の排除・路上停車車両の整序化  

路上駐停車車両は，道路空間において車道の一部

を占有するため，歩行者空間の創出や，安全・安心

に走行できる車両通行空間の創出に支障をきたす． 
また，沿道の景観形成の妨げにもなるため，路上

駐車車両を排除するとともに，短時間の人の乗降や

貨物の積卸し等の路上停車車両を整序化することが

必要であると考えた． 
交通戦略では，“誰もがめぐり歩いて楽しい魅力

ある街”実現に向け，渋谷駅周辺地域内の路線につ

いて，歩行者や自動車の交通量や路線の利用特性を

踏まえ，中心的に路上駐車車両の排除・路上停車車

両の整序化を行うべき路線を抽出した．それらの路

線を中心に路上駐停車対策として以下のような取り

組みを検討した． 
 路上駐車対策としては，附置義務駐車場や都市計

画駐車場などの路外駐車場へ誘導する．ただし，特

に飲食や物販などの商業施設が多い場所では，限ら

れた道路空間を有効に活用するため歩行者と荷さば

き車の利用を時間帯で分けるタイムシェリングの導

入も検討すべきであると考えた． 
また，路上停車対策としては，車両からの乗降な

どに配慮し車両を安全に停車できる箇所に停車帯を

設けるなど道路の中での停車箇所を明確にし，分散

している路上停車車両を整序化することを考えた． 
 
(2)集約化と配置適正化  

一般車の駐車場については，これまで渋谷駅周辺

地域の外縁部にフリンジ駐車場の配置することで，

駐車需要に対応し，地域内への自動車交通を抑制す

るという考え方を整理していたが，フリンジ駐車場

は候補となる箇所が限られると共にバス等による移

動支援の実現が難しい． 
そのため，渋谷駅周辺地域内に駐車場をゾーンご

とに分散配置することで面的に駐車場を確保し，さ

らに駐車場を集約化することで，駐車場への入出庫

による歩行空間の分断の解消が可能となると考えた．

建築物の規模や周辺の交通状況を勘案し，隔地で駐

車場を確保するという地域ルールにおける集約化の

考え方を基本とし，ゾーンごとに駐車場を集約する

考え方を整理した．（図3）  

 
図-3 駐車場集約化による歩行者空間創出イメージ出典3 

 
荷さばき車両の駐車場については，これまで駐車

場の集約の考え方については整理されておらず駐車

場を集約することの課題等が把握できていなかった． 
そこで，一般車のゾーンごとの駐車場集約や，駐

車場の附置義務が適用されない小規模建築物の荷さ

ばきに対応する駐車施設の整備といった駐車場集約

化の施策の実現可能性や課題について把握すること

を目的に社会実験を実施した． 
 
４．社会実験の実施 
 
(1)社会実験の概要 

実験を実施した神南エリアは，渋谷駅周辺地域内

に位置し，アパレル物販店舗を中心とした小規模な

建物が多く，実験前は荷さばき車両を中心とした路

上駐車が多く見受けられた． 



エリア内のテナントや住宅に対し事前に実験の説

明を行ったうえで，実験期間中エリア内に流入する

車両に対し，誘導員が実験の説明を実施した．一般

車に対しては，集約駐車場を含む周辺駐車場の利用，

荷さばき車に対しては，集約荷さばき駐車場の利用

をお願いした．（写真2） 

なお，集約駐車場としては実験エリア内の既存の

駐車場を活用し，実験参加者に無料で提供した. 

 

 

 

 

 

 
写真-2 社会実験時の様子 

 

(2)実験結果 
a)駐車場の利用状況 
一般車については実験期間中，路上駐車はほとん

ど見られなかった． 

荷さばき車については計25日間の実験の中で，延

べ240台が集約荷さばき駐車場を利用した．一方で，

実験期間中も路上で荷さばきしている車両もあり，

エリア内の荷さばき車両のうち，集約荷さばき駐車

場の利用は16％程度であった．集約駐車場利用者の

搬入出先業種は，物販が最も多く半数以上を占めた．  

また5分未満の短時間駐車の荷さばき車両や食品

を配送する車両は，集約荷さばき駐車場の利用に協

力してもらえない車両が多かった．（図4） 
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図-4 荷さばき車両の駐車時間の分布 

 
 なお，集約荷さばき駐車場は，実験エリア内に複

数箇所設けていたが，希望の駐車場が空いていない

場合，ほかの駐車場が空いていても実験協力を断ら

れる事例があった．この一つの要因として，集約荷

さばき駐車場から搬入出先までの距離や高低差によ

る影響があると推測される． 

集約荷さばき駐車場を利用した車両について，駐

車場から配送先までの横持距離は，各駐車場から最

大で100～150m程度であった. 

また駐車場の沿道の勾配が約4％駐車場Aに対し，

沿道の勾配が10％以上の駐車場Bは横持距離が50m未

満の短距離の割合が多かった．横持ち距離が同じで

あっても高低差があると集約荷さばき駐車場の利用

に協力してもらえない傾向が確認された．（図5） 
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図-5 横持ち距離の分布 

 

b)駐車場集約化の施策展開への意向  
 一般車及び荷さばき車の集約化について，今後の

施策展開への意向を確認した． 

 一般車の集約については，実験エリア内のテナン

ト・住民の約半数が施策実施に対し賛成という意見

であり，理由としては安全で安心して歩けることが

挙げられた．（図6） 

 

 

 

 

 

 
図-6 一般車の集約化に対する意向 

 

荷さばき車については，実験時の集約駐車場利用

者の約9割，また，実験時に路上で荷さばきをして

いた事業者も，8割以上は条件によっては集約駐車

場を利用すると回答しており，集約駐車場に求める

条件としては，搬入出先からの距離を重視するとい

う意見が半数以上を占めていた．（図7） 
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図-7 集約荷さばき駐車場の利用意向と求める条件 

 
(3)社会実験から得られた知見 

社会実験を通し，実験エリアのように駐車場を持

たない小規模な建築物が集積している地区において

も，集約荷さばき駐車場までの距離等の条件が満た

されれば利用してもらえる傾向を確認できた．一方

で，短時間の駐車車両の誘導等に課題があることを

確認した． 

また，集約荷さばき駐車場に求める条件として，

駐車場までの距離が特に重要であり，概ね100m程度

で駐車場から台車等で荷物を運べるようなイメージ

駐車時間が 5分未満の車両

は路上での荷さばきが多い 
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で集約駐車場を配置することや，坂の勾配等の特性

を留意することが必要である．また幹線道路や鉄道

等によりまちが分断され，集約駐車場から台車等で

配送することが困難となることも考慮し整備促進を

図っていく必要があると考える.（図8） 
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図-8 荷さばき車用集約駐車場の配置イメージ出典3 

 

５．歩行空間創出に向けた施策展開の検討 
 

(1)集約駐車場の整備促進 
集約駐車場の整備は，建物の建替えなどのタイミ

ングにあわせた整備誘導や既存駐車場への駐車場地

域ルールの適用による駐車マスの確保など，民間開

発との連携が有効だと考えられる．特に路面店が集

積しているようなゾーンでは集約を促し，なるべく

歩行者との交錯を考慮した出入口配置とすることが，

賑わいのある歩行空間創出に有効と考えた．(表1) 
表-1建替えなどが計画される場合における集約駐車場

の誘導イメージ出典3 
建物種類 路面店が集積しているゾーン 左記以外の歩行者ネットワー

クに面しているゾーン 
その他のゾーン 

駐車場を集約する

建物 
小規模施設： 
隔地（集約化）を図る 
 
大規模施設： 
集約駐車場の整備を推奨する 
※集約駐車場については，沿

線における出入口個所数を

考慮する 
 

小規模施設： 
隔地（集約化）を図る 
 
大規模施設： 
集約駐車場の整備を推奨する 
※集約駐車場については，沿

線における出入口個所数を

考慮する 
※隔地出来ない場合には，歩

行者との交錯を考慮した出

入口配置とする 

駐車場を個別に設置すること

を可とする 

個別に駐車場を設

ける建物 
住宅・官公庁など 

基本は隔地（集約化）を図

り，施設規模により駐車場の

個別設置を可とする 

駐車場の個別設置を可とする 
※歩行者との交錯を考慮した

出入口配置とする 

駐車場を個別に設置すること

を可とする 

 
(2)歩行環境・車両走行環境・駐車環境のバランス

を考慮した施策展開 
“誰もがめぐり歩いて楽しい魅力ある街”実現に

向けては，歩行環境・車両走行環境・駐車環境それ

ぞれの環境整備を進めていくうえで，不整合がおき

ないように，バランスをとった整備を図ることが必

要である．交通戦略では，駐車施策だけでなく歩行

環境整備と車両走行環境整備の施策をバランスをと

りつつ展開していくための進め方を検討し整理した． 

具体的には各路線の特性や状況を考慮し，各モー

ドのピークが分散している路線については朝夕時間

帯で歩行者と荷さばき車の空間をタイムシェアする

ことや，歩行者と荷さばき車のピークの時間が重な

る場合には全てを歩行空間とするのではなく，停車

帯を設けるなど時間的・空間的にバランスを取るこ

とが重要と考えた. 

特に渋谷駅周辺地域のような土地利用が高度化し

ている地域では，道路を拡幅することが難しいため，

快適な歩行環境を創出するためには，車道空間を歩

行空間に転換することで歩道を拡幅する等の施策が

求められる．そのためには，路上駐車を排除や，地

区内の通過車両排除などの施策展開によって生まれ

た空間を活用し，歩行者優先の道路環境に再構築す

ることが必要であると考える．（図9） 

民地 集約
駐車場 民地 集約

駐車場

歩道

歩道
歩⾏者空間

滞留・休憩空間 集約
駐車場開発計画  

【施策例】 

〇集約駐車場の整備 

〇駐車場への誘導 

【効果】 

路上駐車を排除 

⇒車道空間を確保 

【施策例】 

〇車両を限定した交通規制の見

直し 

【効果】 

通過交通を幹線道路へ転換 

⇒車道の必要空間を削減確保 

【施策例】 

〇歩道の拡幅 

〇滞留・休憩空間の創出 

【効果】 

歩行者空間の創出 

図-9歩行者空間創出の例出典3 
 

６．今後の展望 
 

(1) 取組みを進める中で見えてきた課題 

路上駐停車車両の削減・整序化を図っていくため

には，路上駐車車両を路外へ誘導するための適切な

距離等で集約駐車場の整備を行うと共に停車車両を

整序化するために停車帯をもうけるなど路上駐車車

両・路上停車車両それぞれの特性に応じた対策が必

要であることが分かった. 

また，交通戦略の策定により，駐車場集約化を推

進していくための上位計画は整ったものの，駐車場

の集約化を面的に行うためには，民間の理解を得な

がら集約駐車場の整備を推進していく必要がある. 

今後，集約駐車場の整備・運営を実施していくス

キームなどの検討を深度化し，集約ルールを具体化

することで歩行者優先のまちづくり実現に向けた取

組みを推進していくことが求められる． 

 

 (2) 今後の国内各地における展開への示唆 

本稿の事例では，歩行環境・車両走行環境・駐車

環境それぞれ路線の特性に応じて，バランスを取り

ながら，“誰もがめぐり歩いて楽しい魅力ある街”

実現に向けて施策推進を行っていく計画の策定を行

った．地区や道路の特性を踏まえ駐車場の集約を行

い，面的に賑わいのある空間を創出する交通戦略の

考え方は歩行者中心のまちづくりに寄与できると考

えている. 
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